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（ヒグマ第１号－１様式）（ヒグマ被害防止用（くくりわなを除く））   

ヒグマの捕獲等申請事由書 

                                （元号）  年  月  日 

 北海道知事 様 

 

                                          申請者   北 海 村 長     北海 太郎   

 

 ヒグマによる生活環境、農林水産業被害の防止を目的に、ヒグマの捕獲等をする事由は、次のとおりです。  

申請頭数 許可取扱方針第２－２（２）により、振興局が各市町村に設定した頭数以下を記

載してください。 

 

 

被

害

防

止

の

目

的 

生活環境被害の防止  

平成27年度 ○件 平成28年度 ○件 平成29年度 ○件 出

没

状

況 

過去の出没状況 

過去の捕獲等の状況 平成27年度 ○頭 平成28年度 ○頭 平成29年度 ○頭 

出没時期 ○月～○月 

出没区域 ○○町字○○ ・別添図面の区域（ヒグマ出没状況調査表（第3号様式）のとお

り【添付省略】） 

農林水産業被害の防止  

毎年○月～○○月初め 

○○町字○○の別添図面の区域 

平成○○年度被害額○○千円（基本的には前年度の被害額を記載） 

内訳：デントコーン○ha ○○千円 ビート ○ha ○○千円 牛○頭  

被

害

状

況 

被害発生の時期 

被害発生区域（場所） 

被害の内容 

（被害作物等） 

 

 

捕

獲

等

の

方

法 

等 

○銃器 

 ・駆除隊の班数、隊員数 

 

駆除隊○班 隊員数○○名（別添地区ごとの班編成表のとおり） 

○はこわな  

幅○m×高さ○m×奥行き○m 材質：鋼鉄製 別紙図面のとおり ・ 設置するはこわなの形状 

最大設置個数・管理体制 ○○個設置。設置地区の自治会に設置の旨を周知し、（誰）が（どのくらいの頻

度で）巡視する。 等 

銃器での対応状況 猟銃を使用した駆除を実施しているが、夜間出没が多く捕獲ができない状況であ

ることから、はこわなの併用による駆除を実施する必要がある。 等 

被害防除対策の内容 電気牧柵、爆音機、見回り等を実施しているが、被害を防ぎ切れていない。 等 

捕獲後の止めさし体制 ① 捕獲従事者（巡視者）が、被許可者（○○村農林課担当者・○○農協担当

者）へ連絡。 

② 被許可者から銃器の捕獲従事者へ止め刺しの指示を行う。 等 

備          考  

（注）１ この様式は、人間の生活圏域における生活環境被害、農林水産業被害の防止目的の捕獲許可申請に

適用する（くくりわなでの捕獲を除く。）。 

２ 申請書には、捕獲区域を明らかにした図面（原則として２万５千分の１又は５万分の１の縮尺とす

る。）を添付すること。ただし、市町村一円など区域が明らかな場合は省略することができる。 

３ 過去の出没状況や被害の状況が、野生鳥獣被害調査取扱要領の獣類による農林水産業被害状況調査表

（第 2 号様式）及びヒグマ出没状況調査表（第 3 号様式）により把握できる場合はその旨を記載し、

被害状況資料の添付を省略することができる。 

記 載 例 
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（ヒグマ第１号－３様式）（ヒグマ護衛用） 

 

ヒグマの捕獲等申請事由書 

 

                                （元号）  年  月  日 

 

 北海道知事 様 

 

                                           依頼者  株式会社北海 代表取締役 ○○ ○○  

 

 

 ヒグマによる生活環境被害の防止を目的に、鳥獣の捕獲等をする事由は、次のとおりです。  

申請頭数及びその理由 
頭数：必要最低限の数を記載してください。 

理由：申請範囲が広域であることや同日に親子グマに遭遇する可能性を踏まえ、

合計○頭で申請した。 

 

被

害

防

止

の

目

的 

施設の保守・点検目的 施設名：○○送電線 

区域：○町・□町・○村の送電線を中心とした左右各○○ｍの区域（別紙のと

おり）。ただし鳥獣の保護及び管理並びに狩猟の適正化に関する法律施行

規則第7条第1項第7号の場所及び区域（ただし○○鳥獣保護区を除く。）

を除く。 

期間：許可日から平成○○年○○月○○日まで 

 施設名 

・区域（規則第7条第1項第

7号の区域を含む場合は

その名称等） 

・業務期間 

森林内業務等目的 業務名：森林調査 

区域：○町の森林伐採予定の調査区域（別紙のとおり）。ただし鳥獣の保護及

び管理並びに狩猟の適正化に関する法律施行規則第7条第1項第7号の場所

及び区域（ただし○○鳥獣保護区を除く。）を除く。 

期間：許可日から平成○○年○○月○○日まで 

理由：森林調査のため 

 ・施設名 

・区域（規則第7条第1項

第7号の区域を含む場

合はその名称等） 

・業務期間 

・その場所以外では目的

を達成できない理由 

捕獲方法（銃器の種類） 散弾銃、ライフル銃 

 

ヒグマに遭遇しないための取組 

 

ラジオを携帯し、音を出し続ける。 等 

 

遭遇（目撃）した場合の対応方針 

・サイレンを鳴らし、追い払いを行い、それでも威嚇してきた場合は、ゴム弾・

花火弾で追い払いを行う。 

・目撃した場合は、作業を中断し、安全が確認されてから再開する。 等 

備          考 
 

（注）１ ヒグマの主要生息地における生活環境被害（人身被害）の防止目的の捕獲許可申請に適用する。 

２ 業務区域が分かる図面を添付してください。 

記 載 例 


